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主な事例内容薬局から報告された
主な改善策

処方箋監査の徹底

・小児の処方箋監査は、年齢や体重による適正な薬剤量であるか必ず確認する。

薬剤服用歴の活用
・過去の薬剤服用歴と処方内容を確認する。

患者への指導 ・処方された医薬品の副作用情報も患者に伝える。

知識の向上 ・医薬品の用法・用量について、添付文書等で確認し、自分の知識として身につける。

・薬剤服用歴には情報を正しく記載する。

・お薬手帳の持参率を上げる。

・退院時の処方内容をお薬手帳にも記録する。

お薬手帳の活用

・特に糖尿病用薬は薬剤量の増減に注意し、患者へのインタビューや薬剤服用歴と確認を行う。

・体表面積によって薬剤量が設定されている医薬品（ユーエフティ配合顆粒等）は、保険薬局
　でも体重・身長を確認し、体表面積を計算して薬剤量の妥当性を判断する。

・お薬手帳で他の医療機関の処方歴や継続処方の内容を確認し、異なる点があれば必ず医療　
　機関に問合せる。

患者からの情報収集

・患者の腎機能や肝機能は薬物動態に大きな影響を与えるため、患者に確認する。

・患者の体調や状態を確認し、副作用出現の可能性を考慮する。

・久しぶりに来局した患者の場合は、併用薬、他科受診、アレルギー歴の有無などの基本情報を
　再度確認する。

薬局内で知識の共有

・小児用量の一覧表を薬局で作成する等して、薬局内で情報を共有する。

・ハイリスク薬の中には年齢や体重、腎機能の検査値等により用法・用量を調整する医薬品も　
あるため、薬局内で一覧表を作成し、共有する。

・腎機能や肝機能等の検査値が記載されている処方箋が増えてきているため、検査値により投
　与量を調整すべき医薬品の一覧を作成し、薬局内で共有する。

・他院からの継続処方は、お薬手帳などで内容を確認し正しく継続されているかチェックする。変更が
　あった場合、本人に医師から説明を受けているかを確認し、受けていない場合は疑義照会を行う。

・透析患者や腎機能が低下した患者に注意が必要な医薬品は、パソコンに登録された医薬品名
　に[腎]と入力する。[腎]が書かれた医薬品が処方された時は、腎機能を確認し適切な薬剤量で
　あるか調べる。

・新規の薬が処方された時は、添付文書を確認する。

・規格が複数ある医薬品は規格までをしっかり確認し、疑問に思ったら疑義照会をする。

　疑義照会に関するヒヤリ・ハット事例のうち、「分量変更」の事例が３3９件報告されています（集計
期間：２０１６年１月１日～１２月３１日）。薬局から報告された主な改善策を示します。

薬局ヒヤリ ･ハット分析表 2016年

薬局から報告された主な改善策
❺ 疑義照会に関する事例（分量変更）

※薬局ヒヤリ･ハット分析表は、薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の 
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